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２
月
１０
日
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
町
田
市
と
相
模
原

市
が
主
催
す
る
町
田
・
相
模
原
業

務
核
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
田
市
と
相
模
原
市
は
１
９
９

９
年
、
国
の
第
５
次
首
都
圏
基
本

計
画
に
お
い
て「
広
域
連
携
拠
点
」

と
し
て
業
務
核
都
市
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
両
市
で
は

基
礎
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
昨

年
４
月
に
委
員
長
に
慶
応
義
塾
大

学
大
学
院
教
授
・
伊
藤
滋
氏
を
迎

え
、「
町
田
・
相
模
原
業
務
核
都

市
基
礎
調
査
委
員
会
」を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
会
議
を
重
ね
て
来
ま
し

た
。
こ
の
基
礎
調
査
の
結
果
は
、

今
年
３
月
の
委
員
会
の
後
に
ま
と

め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
を
も
と
に
東
京
都
と

神
奈
川
県
が
基
本
構
想
を
作
成

し
、
国
の
同
意
を
得
て
業
務
核
都

市
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
基
礎

調
査
の
中
間
報
告
を
兼
ね
て
、
２１

世
紀
の
都
市
連
携
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
一
部
で

は
、
町
田
・
相
模
原
業
務
核
都
市

基
礎
調
査
中
間
報
告
、第
二
部
は
、

講
師
と
し
て
伊
藤
滋
氏
を
迎
え

「
首
都
圏
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
伊
藤
滋
氏
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
勤
め
、
パ
ネ

リ
ス
ト
の
法
政
大
学
教
授
・
黒
川

和
美
氏
、
同
大
学
教
授
・
高
橋
賢

一
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
・
瓜
生
ふ
み
子
氏
、
境
川
の
斜

面
緑
地
を
守
る
会
事
務
局
長
・
太

田
浄
子
氏
、
寺
田
町
田
市
長
、
小

川
相
模
原
市
長
が
「
都
市
連
携
の

可
能
性
を
探
る
」
と
題
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
寺
田
町
田

市
長
は
「
両
市
を
あ
わ
せ
る
と
約

１
０
０
万
人
と
い
う
人
口
を
抱
え

る
圏
域
で
あ
り
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
い
け
ば
、
個
性
的
で
魅
力

あ
る
素
晴
ら
し
い
ゾ
ー
ン
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
約
２
０
０
人
の
方

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
基
礎
調
査
（
中
間
報
告
）
概

要
は
次
の
４
項
目
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。

１

町
田
・
相
模
原
業
務
核
都
市

の
追
及
目
標
（
別
表
）

２

追
及
目
標
を
具
体
化
す
る
た

め
の
基
本
方
策

３

町
田
・
相
模
原
業
務
核
都
市

に
お
い
て
目
指
す
べ
き
機
能
展
開

の
方
向

４

活
動
拠
点
・
業
務
施
設
集
積

地
区

シンポジウムで討議するパネリスト（寺田市長�右端）

業
務
核
都
市

国
の
「
第
４
次
首
都
圏
基
本

計
画
」（
昭
和
６１
年
６
月
）
に

お
い
て
初
め
て
整
備
の
考
え
方

が
示
さ
れ
た
も
の
で
、
東
京
圏

に
お
け
る
諸
機
能
の
適
正
な
配

置
先
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

と
と
も
に
、
自
立
性
の
高
い
地

域
の
中
心
と
し
て
、
各
都
市
の

既
存
集
積
、
立
地
、
交
通
条
件
、

自
然
環
境
等
の
特
徴
を
い
か
し

た
個
性
的
で
魅
力
あ
る
都
市
を

目
指
し
て
整
備
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。「
第
５
次
首
都
圏
基

本
計
画
」（
平
成
１１
年
３
月
）

で
は
、
首
都
圏
の
拠
点
的
な
都

市
の
う
ち
、
広
域
的
中
心
性
を

有
し
、
全
国
的
、
首
都
圏
全
域

に
わ
た
る
広
域
的
な
機
能
を
担

い
、
連
携
・
交
流
の
要
と
な
る

都
市
を
「
広
域
連
携
拠
点
」
と

し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
東
京
都
市
圏
に
お
い

て
は
、
業
務
核
都
市
を
広
域
連

携
拠
点
と
し
て
育
成
・
整
備
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
、
町
田
は
さ
く
ら
で
染
ま
り

ま
す
。「
尾
根
緑
道
」
は
市
内
の

さ
く
ら
の
名
所
で
す
。
咲
き
誇
る

さ
く
ら
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
約

１
・
５
㎞
の
会
場
に
は
さ
く
ら
を

ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
縁
台
を

用
意
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
お
茶

会
や
模
擬
店
、
町
田
市
文
化
協
会

の
出
展
や
全
国
俳
句
大
会
表
彰
式

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
友
好

都
市
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
長
野
市

・
川
西
町
・
増
穂
町
・
川
上
村
・

沖
縄
市
・
大
島
町
が
郷
土
物
産
等

を
出
店
し
ま
す
。

※
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

７
日
、
８
日
の
両
日
は
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
（
詳
し
く
は
４
月
１
日
号

で
紹
介
し
ま
す
）
が
会
場
入
口
ま

で
無
料
で
送
迎
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
２
０
０
１

町
田
市
民
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
�
７

２
４
・
２
１
２
９
）
へ
。

市
で
は
２
月
１４
日
、
神
奈
川
県

及
び
厚
木
基
地
周
辺
７
市
（
横
浜

・
相
模
原
・
藤
沢
・
大
和
・
海
老

名
・
座
間
・
綾
瀬
市
）
と
と
も
に

外
務
省
、
防
衛
庁
、
防
衛
施
設
庁

に
対
し
、
２
月
２３
日
か
ら
２６
日
に

行
わ
れ
る
米
軍
機
の
夜
間
離
着
陸

訓
練
の
中
止
を
米
軍
に
申
し
入
れ

る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
在
日
米
海
軍
司
令

官
、
厚
木
航
空
施
設
司
令
官
に
対

し
、
同
訓
練
の
中
止
を
要
請
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
防
衛
施
設
庁
か

ら
あ
っ
た
同
訓
練
の
事
前
通
告
に

対
し
て
即
時
に
対
応
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
東
京
都
も
同
様
の
要

請
を
し
て
い
ま
す
。

過
去
再
三
の
中
止
要
請
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
地
域
住
民
の
声
を
無

視
し
、
町
田
市
上
空
を
威
嚇
す
る

よ
う
に
飛
行
し
、
騒
音
を
ま
き
散

ら
す
米
軍
機
は
、
住
宅
密
集
地
で

の
墜
落
事
故
を
連
想
さ
せ
る
な

ど
、
恐
怖
と
不
安
を
抱
か
せ
ま

す
。ま

た
、
絶
え
が
た
い
騒
音
に

苦
し
ん
で
い
る
市
民
の
感
情
を

な

逆
撫
で
す
る
も
の
で
す
。
市
と

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

決
し
て
容
認
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。

今
後
も
東
京
都
、
神
奈
川
県

や
基
地
周
辺
の
各
市
と
と
も

に
、
夜
間
離
着
陸
訓
練
な
ど
の

中
止
を
強
く
要
請
し
て
い
き
ま

す
。

昨年のさくらまつり

本紙は古紙配合率70％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

� 市市 のの 宣宣 言言

◇ 男女平等参画都市宣言
◇ 非核平和都市宣言
◇ 青少年健全育成都市宣言
◇ 交通安全都市宣言

１．町田・相模原業務核都市の追及目標

○機能の「新規誘致」以上に、「新
しい都市活動・生活活動を創出
・育成」する

○これを通じて、地域の活力を高
め、個性的で魅力ある生活環境
を整備する

ことに
よって

○両市それぞれの個性的な諸機能
・人材等の内発力を組み合わせ

○多様な機能・人・活動を対象と
して

○市域・分野を超えて新しいタイ
プの価値を生み出す

2001まちださくらまつり
尾根緑道

４月７日（土）午前１０時～午後５時
８日（日）午前１０時～午後４時

米
軍
機
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
に
対
し

米
軍
、政
府
関
係
機
関
に
中
止
要
請

町
田
・
相
模
原
業
務
核
都
市

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

2211世世紀紀ののままちちづづくくりりはは�垣垣根根�をを超超ええてて

２／２１２００１年
（平成１３年）
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